
‾ヨ「1、

「幕岩」知って
東
山
地
域
里
山
屈
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
諏
訪
塾

諏
訪
市
四
賀
普
門
寺
の
住
民
有
志
ら
で
つ
く
る
「
東
山
地
域
里
山
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
、
諏
訪
地
方
の
歴
史
や
文
化
を
発
掘
・
発
信
す
る
「
諏
訪
塾
」
は
■
1
0
、
1
1
の

両
日
、
東
山
地
域
に
あ
る
鉄
平
石
採
掘
跡
の
「
幕
岩
」
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
。
午
後

6
時
か
ら
9
時
ま
で
高
さ
3
0
㍍
超
、
幅
1
0
0
㍍
余
に
わ
た
る
平
石
の
壁
に
8
基
の
照

明
を
当
て
荘
厳
な
雰
囲
気
を
つ
く
り
出
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
鮎
沢
健
吾
）

1
0
、
u
日
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

幕
岩
は
昭
和
の
中
期
ま
で
約
2

0
0
年
間
、
鉄
平
石
の
採
掘
が
行

わ
れ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
昨
年

か
ら
一
帯
の
里
山
景
観
整
備
を
進

め
、
び
ょ
う
ぶ
の
よ
う
に
そ
そ
り

立
つ
幕
岩
の
壮
観
な
眺
め
が
復

活
。
諏
訪
盆
地
を
一
望
す
る
眺
望

地
に
も
な
っ
た
。
諏
訪
の
自
然
と

産
業
の
関
わ
り
や
歴
史
を
物
語
る

遺
産
で
あ
り
、
諏
訪
塾
が
よ
り
多

く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
と
、
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
を
提
案
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
伊
藤
為
幸
代

表
に
よ
る
と
、
冬
は
隙
間
か
ら
染

み
出
す
湧
き
水
が
凍
っ
て
氷
湊
も
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・
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1
0
、
1
1
の
両
日
に
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
す
る
鉄
平
石
採
掘
跡
の
「
幕

岩」

現
れ
る
。
先
日
の
大
雪
で
周
辺
の

木
々
は
雪
化
粧
。
諏
訪
塾
は
「
赤

っ
ぽ
い
部
分
も
あ
れ
ば
、
黒
々
と

し
た
所
も
あ
る
。
岩
肌
の
さ
ま
ざ

ま
な
表
情
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
た

ら
」
と
し
て
い
る
。

霧
ヶ
峰
方
面
に
通
じ
る
県
道
諏

訪
茅
野
線
沿
い
、
諏
訪
湖
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
下
に
位
置
す
る
。
数

十
台
分
の
駐
車
ス
ペ
「
ス
を
整
備

し
て
い
る
が
、
雪
が
残
り
、
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
の
時
間
帯
に
麓
か
ら
見

上
げ
た
り
、
西
山
方
面
か
ら
眺
め

た
り
す
る
こ
と
も
推
奨
。
「
四
季

折
々
の
風
情
が
あ
る
。
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
で
幕
岩
の
位
置
を
知
っ
て
も

ら
い
、
他
の
季
節
に
も
足
を
運
ん

で
く
れ
た
ら
」
と
話
す
。
問
い
合

わ
せ
は
塾
長
の
五
味
光
一
さ
ん

（
電
話
0
7
0
・
8
3
2
3
・
2

了
0
7
）
へ
。


